
 
 

（２）車両系建設機械を使用して解体作業を行う場合の留意事項 

車両系建設機械を用いた作業計画の作成 

車両系建設機械の転倒等の防止 

車両系建設機械との接触防止 

車両系建設機械の主たる用途以外の使用禁止 

車両系建設機械の運転に必要な資格等 

 車両系建設機械の作業計画は、１で示した解体工事全体の作業計画との関係に
十分留意したものとしてください。 
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 車両系建設機械を用いて解体作業を行う場合
には、あらかじめ作業場所の地形や地質を調査
した上でこれを踏まえた作業計画を策定し、こ
れに基づき作業を行ってください。 
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 車両系建設機械と労働者が接触するおそれの
ある箇所には、「立入禁止措置」を講ずるなど、
車両系建設機械と労働者の接触防止措置を徹底
してください。 

 荷のつり上げ作業においては、「移動式クレーン」や「クレーン機能付きドラ
グショベル」を使用してください。 
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 解体した建築廃材や鉄骨部材等のつり上げ作
業を行う場合には、バケットの爪を用いてつり
上げる等の危険な作業は禁止されています。 

 津波により地盤が緩んでいる箇所等で作業を行う場合には、
「敷鉄板」の敷設などの転倒防止措置を徹底してください。 

 車両系建設機械の運転業務は、「技能講習修了者」
等必要な資格を有する者に行わせてください。 

 ※「ニブラ」､「グラップル」などの解体用の建設機械につい 
  ても、車両系建設機械に準じ上記の措置を講じてください。 

 立入禁止措置を講ずることが困難な場合は、監視人を配置し、車両系建設機械
を誘導させることにより、接触防止を図ってください。 
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○石綿ばく露の防止対策について 
 建築物等は建築時期によっては建材や耐火被覆材等に石綿が含
有されているものがあります。 
 解体に当たっては、設計図書や目視により事前調査を行い、そ
の結果を記録するとともに、見やすい位置に掲示してください。 
 調査の結果、石綿が使用されていることが明らかとなった場合
には、法令に基づき、以下のような措置が必要となります。 

３ 建築物等に石綿が使用されている場合における留意事項 

 ｢石綿｣は、｢アスベスト｣とも呼ばれ、熱や摩擦に非常に強いことから、建
築材料にも多量に使用されてきました。 
 ｢石綿｣は、様々な健康障害を発生させるおそれがある物質ですので、解体
工事の際に｢石綿｣を取り扱う場合には、上記の措置を徹底してください。 

作業計画の作成 

 作業計画を定め、これに基づき作業を行ってください。 

作業主任者の選任等 

 石綿作業主任者を選任し、労働者の指揮を執らせるとともに、
保護具の使用状況を監視させてください。 
 

 作業に当たる労働者に対しては、石綿の危険性、保護具の着用等に関する教育
を実施してください。 
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保護具の適切な使用 

 作業内容に応じた適切な保護具を使用し、
粉じんを吸い込まないようにしてください。 

 呼吸用保護具は、同時に就業する労働者の数と
同数以上の数を揃えてください。 
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隔離等 

 吹き付けられた石綿を除去する作業等に
おいては、隔離等を行い、周囲に石綿が飛
散することを極力抑えてください。 

 石綿が含まれる建材を除去する際は、事前に散
水等で湿潤化することで、粉じんを発散させない
ようにしてください。 
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石綿による鉄骨の耐火被覆 
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